





































































































































透視像のノイズ低減処理である ＡＮＲ（Adaptive Noise 
Reduction）が平成23年12月に当院に導入された。この処理
はＥＲＣＰ検査用として開発されたが、この機能を用い他
の透視検査に応用し良い結果を得たので報告する。
【方法】従来は、リカーシブフィルタ処理を行っていたが、
ノイズ低減効果はあるが複数フレームを加算平均するため、
動きのあるカテーテル検査などには残像として影響が出る。
これに対しＡＮＲ処理は、１フレーム中に含まれるノイズ
と信号成分を判別し、ノイズだけを低減することにより、
時間軸方向の情報を使わずに十分なノイズ低減効果が実現
した。ＡＮＲ処理を他の透視検査に応用すべく、ノイズ判
定基準（閾値）の最適化を試みリカーシブフィルタを軽減
させた。また付加フィルタを変化させ透視像のＳ/Ｎを落と
さず被ばく低減が可能か試みた。
【結果】リカーシブフィルタとＡＮＲを組み合わせることで、
従来の処理より画質向上を図ることが出来た。ＡＮＲ処理
を行うことで、透視像のＳ/Ｎをあまり変化させることな
く、付加フィルタを変更することができ被ばく低減につな
がった。
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